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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 の 口 部 に 装 着 す る キ ャ ッ プ 本 体 部 と 、 キ ャ ッ プ 本 体 部 に ヒ ン ジ を 介 し て 連 結 し た 上  
蓋 部 と 、 上 蓋 部 を キ ャ ッ プ 本 体 部 か ら 切 り 離 し 可 能 に 保 持 す る ヒ ン ジ 弱 化 部 と 、 中 栓 弱 化  
部 を 介 し て キ ャ ッ プ 本 体 へ 切 り 離 し 可 能 に 保 持 さ れ た 中 栓 と 、 中 栓 弱 化 部 が 破 断 し た 中 栓  
を 保 持 す る 上 蓋 部 の 中 栓 保 持 部 と 、 中 栓 に 設 け た 開 栓 部 と 、 中 栓 保 持 部 に 設 け た 開 栓 具 を  
備 え 、
　 開 栓 部 と 開 栓 具 は 、 ヒ ン ジ 支 点 廻 り の 上 蓋 部 の 揺 動 方 向 に お い て 開 栓 具 が 開 栓 部 に 侵 入  
可 能 で 、 か つ 口 部 の 軸 心 廻 り に 回 転 す る 上 蓋 部 の 開 栓 操 作 に お い て 開 栓 部 と 開 栓 具 が 係 合  
し て 一 体 に 回 転 す る 構 造 を な し 、
　 上 蓋 部 と 中 栓 が 一 体 に 回 転 し て 中 栓 弱 化 部 と ヒ ン ジ 弱 化 部 が 破 断 す る こ と を 特 徴 と す る  
キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 開 栓 部 は 、 中 栓 上 に 設 け た 二 枚 の 板 状 体 を 有 し 、 開 栓 具 は 開 栓 部 の 二 枚 の 板 状 体 の 間 に  
挿 入 す る 一 枚 の 板 状 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 開 栓 部 は 、 中 栓 上 に 設 け た 一 枚 の 板 状 体 を 有 し 、 開 栓 具 は 開 栓 部 の 一 枚 の 板 状 体 を 挿 入  
可 能 に 離 隔 し た 二 枚 の 板 状 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ヒ ン ジ は 、 支 点 回 り の 揺 動 方 向 に の み 上 蓋 部 の 可 動 を 許 容 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  

請求項の数　4　（全9頁）
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１ か ら ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の キ ャ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 容 器 に 装 着 す る キ ャ ッ プ に 関 し 、 開 封 操 作 を 一 動 作 で 行 え る 技 術 に 係 る も の  
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 封 止 さ れ た 栓 体 を 開 封 す る 技 術 と し て は 、 た と え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 す る も の が  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ は 、 最 初 に 開 栓 す る 際 に 、 蓋 体 の 回 動 操 作 に よ っ て 開 封 と 開 栓 を 同 時 に 行 う も の で  
あ る 。 最 初 の 開 栓 時 に 、 蓋 体 を 閉 方 向 へ 回 動 操 作 す る こ と で 、 蓋 体 と 共 に キ ャ ッ プ 本 体 の  
有 底 筒 状 部 が 回 動 し て 弱 化 部 が 切 断 さ れ る 。 こ の た め 、 有 底 筒 状 部 が 注 出 孔 か ら 離 脱 し て  
注 出 孔 が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た キ ャ ッ プ 構 造 は 、 容 器 本 体 側 に 装 着 す る キ ャ ッ プ 基 部 体  
と 、 キ ャ ッ プ 基 部 体 の 開 口 部 を 塞 ぐ 中 蓋 と 、 外 蓋 と を 具 備 し て い る 。 キ ャ ッ プ 基 部 体 と 中  
蓋 と は 、 薄 肉 部 を 介 し て 一 体 的 に 構 成 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ 基 部 体 と 外 蓋 と は 、 薄 肉 の 連  
結 部 に よ っ て 繋 が っ て い る 。 外 蓋 と 中 蓋 に は 、 互 い に 嵌 合 す る 凹 凸 部 を 設 け て お り 、 外 蓋  
に は キ ャ ッ プ 基 部 体 に 弾 接 す る 立 設 壁 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 外 蓋 を 周 方 向 に 回 動 す る こ と に よ り 、 キ ャ ッ プ 基 部 体 と 外 蓋 と の 薄 肉 の 連 結 部 が 切 断 さ  
れ る と 共 に 、 キ ャ ッ プ 基 部 体 と 中 蓋 と の 連 結 部 で あ る 薄 肉 部 も 切 断 さ れ 、 互 い に 嵌 合 す る  
凹 凸 部 に よ っ て 中 蓋 を 外 蓋 に 結 合 さ せ た 状 態 で キ ャ ッ プ 基 部 体 か ら 離 間 さ せ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ８ ４ ７ ４ １
【 文 献 】 特 許 第 ３ ０ ３ ０ ８ ２ ４ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ の 構 成 は 、 蓋 体 と キ ャ ッ プ 本 体 を そ れ ぞ れ 別 体 の 二 つ の 部 材 に 成 型 し た 後 に  
、 組 み 合 わ せ る 必 要 が あ り 、 二 種 類 の 金 型 と セ ッ ト 工 程 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 最 初 の 開 栓  
に お い て は 、 蓋 体 を 一 旦 閉 方 向 に 回 動 操 作 し た 後 に 、 反 対 の 開 放 方 向 に 蓋 体 を 回 動 操 作 す  
る 必 要 が あ り 、 最 初 の 開 栓 操 作 に お い て は 、 二 つ の 動 作 が 必 須 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 構 成 で は 、 キ ャ ッ プ 基 部 体 と 外 蓋 が 薄 肉 の 連 結 部 に よ っ て 繋 が っ て  
お り 、 外 蓋 と 中 蓋 に は 互 い に 嵌 合 す る 凹 凸 部 を 設 け て い る 。 こ の た め 、 凹 凸 部 に お い て 中  
蓋 と 外 蓋 を 結 合 さ せ る た め に は 、 中 蓋 に 対 し て 外 蓋 を キ ャ ッ プ の 軸 心 方 向 に 移 動 さ せ て 凹  
凸 部 を 嵌 合 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 中 蓋 に 対 し て 外 蓋 が キ ャ ッ プ の 軸 心 方 向 へ 移 動 す る こ と を 許 容 す る た め に 、 ヒ ン ジ  
を な す 連 結 部 は 冗 長 な 長 さ を 必 要 と す る 。 す な わ ち 、 連 結 部 は 、 外 蓋 が ヒ ン ジ の 支 点 回 り  
に 揺 動 す る こ と を 許 容 す る と と も に 、 外 蓋 が 上 下 方 向 に 移 動 す る こ と を 許 容 で き る よ う に  
、 曲 線 状 を な し て 伸 縮 可 能 な 比 較 的 長 い 形 状 と す る こ と が 必 須 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の た め 、 開 封 操 作 に お い て 破 断 し た 連 結 部 が 外 蓋 の 外 側 面 か ら 長 く 突 出 す る こ と に な  
り 、 そ の 後 の 開 栓 、 閉 栓 操 作 に お い て 使 用 者 の 手 に 異 物 感 を 与 え る 要 因 と な り 、 場 合 に よ  
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っ て は 手 指 を 痛 め る 要 因 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 一 つ の 金 型 、 一 度 の 成 型 工 程 で 製 造 す る  
こ と が で き 、 開 封 操 作 と 開 栓 操 作 を 同 時 に 一 つ の 動 作 で 行 う こ と が で き 、 ヒ ン ジ を 必 要 最  
小 限 に 小 さ く す る こ と が で き る キ ャ ッ プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る キ ャ ッ プ は 、 容 器 の 口 部 に 装 着 す る キ ャ  
ッ プ 本 体 部 と 、 キ ャ ッ プ 本 体 部 に ヒ ン ジ を 介 し て 連 結 し た 上 蓋 部 と 、 上 蓋 部 を キ ャ ッ プ 本  
体 部 か ら 切 り 離 し 可 能 に 保 持 す る ヒ ン ジ 弱 化 部 と 、 中 栓 弱 化 部 を 介 し て キ ャ ッ プ 本 体 へ 切  
り 離 し 可 能 に 保 持 さ れ た 中 栓 と 、 中 栓 弱 化 部 が 破 断 し た 中 栓 を 保 持 す る 上 蓋 部 の 中 栓 保 持  
部 と 、 中 栓 に 設 け た 開 栓 部 と 、 中 栓 保 持 部 に 設 け た 開 栓 具 を 備 え 、 開 栓 部 と 開 栓 具 は 、 ヒ  
ン ジ 支 点 廻 り の 上 蓋 部 の 揺 動 方 向 に お い て 開 栓 具 が 開 栓 部 に 侵 入 可 能 で 、 か つ 口 部 の 軸 心  
廻 り に 回 転 す る 上 蓋 部 の 開 栓 操 作 に お い て 開 栓 部 と 開 栓 具 が 係 合 し て 一 体 に 回 転 す る 構 造  
を な し 、 上 蓋 部 と 中 栓 が 一 体 に 回 転 し て 中 栓 弱 化 部 と ヒ ン ジ 弱 化 部 が 破 断 す る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る キ ャ ッ プ に お い て 、 開 栓 部 は 、 中 栓 上 に 設 け た 二 枚 の 板 状 体 を 有 し 、 開 栓  
具 は 開 栓 部 の 二 枚 の 板 状 体 の 間 に 挿 入 す る 一 枚 の 板 状 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る キ ャ ッ プ に お い て 、 開 栓 部 は 、 中 栓 上 に 設 け た 一 枚 の 板 状 体 を 有 し 、 開 栓  
具 は 開 栓 部 の 一 枚 の 板 状 体 を 挿 入 可 能 に 離 隔 し た 二 枚 の 板 状 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る キ ャ ッ プ に お い て 、 ヒ ン ジ は 、 支 点 回 り の 揺 動 方 向 に の み 上 蓋 部 の 可 動 を  
許 容 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 最 初 の 開 封 操 作 に お い て 、 上 蓋 部 が 口 部 の 軸 心 廻 り に 回 転 す る と 、  
開 栓 部 と 開 栓 具 が 係 合 す る こ と で 、 上 蓋 部 と 中 栓 が 一 体 に 回 転 し て 中 栓 弱 化 部 と ヒ ン ジ 弱  
化 部 が 破 断 し 、 中 栓 弱 化 部 の 破 断 に よ り キ ャ ッ プ 本 体 部 か ら 切 り 離 さ れ た 中 栓 が 中 栓 保 持  
部 に 保 持 さ れ て 上 蓋 部 と 一 体 に 開 栓 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 一 動 作 に よ っ て 、 開 封 操 作 と 開 栓 操 作 を 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 ヒ ン ジ  
弱 化 部 が 破 断 す る こ と で 、 不 正 な 開 封 操 作 に 対 し て 不 正 開 封 の 有 無 を 示 す Ｔ Ｅ （ ｔ ａ ｍ ｐ  
ｅ ｒ   ｅ ｖ ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ） を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か も 、 キ ャ ッ プ 本 体 と 上 蓋 部 は ヒ ン ジ に お い て 連 結 す る 構 造 を な す の で 、 一 つ の 金 型  
で 、 一 度 の 成 型 工 程 で キ ャ ッ プ 本 体 と 上 蓋 部 を 同 時 に 成 型 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 開 栓 部 と 開 栓 具 は 、 ヒ ン ジ 支 点 廻 り の 上 蓋 部 の 揺 動 方 向 に お い て 開 栓 具 が 開 栓 部  
に 侵 入 可 能 な 構 造 を な す 。 具 体 的 に は 、 開 栓 部 が 中 栓 上 に 設 け た 二 枚 の 板 状 体 か ら な り 、  
開 栓 具 が 開 栓 部 の 二 枚 の 板 状 体 の 間 に 挿 入 す る 一 枚 の 板 状 体 か ら な る 。 ま た は 、 開 栓 部 が  
中 栓 上 に 設 け た 一 枚 の 板 状 体 か ら な り 、 開 栓 具 が 開 栓 部 の 一 枚 の 板 状 体 を 挿 入 可 能 に 離 隔  
し た 二 枚 の 板 状 体 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の た め 、 ヒ ン ジ は 、 支 点 回 り の 揺 動 方 向 に の み 上 蓋 部 の 可 動 を 許 容 す る 構 造 で あ れ ば  
よ い の で 、 必 要 最 小 限 の 長 さ と す る こ と が で き 、 開 封 時 に ヒ ン ジ 弱 化 部 の 破 断 に よ り 上 蓋  
部 を キ ャ ッ プ 本 体 部 か ら 切 り 離 し た 後 の 開 栓 操 作 に お い て 使 用 者 の 手 に 異 物 感 を 与 え な い  
構 造 を 実 現 で き る 。 な お 、 開 栓 部 は 上 蓋 部 の ヒ ン ジ 支 点 廻 り の 揺 動 を 阻 害 し な い 形 状 を 有  
す る も の で あ り 、 形 状 、 寸 法 は 適 宜 に 設 定 可 能 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 折 り 畳 み 前 の 平 面 図
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 折 り 畳 み 前 の 断 面 図
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 折 り 畳 み 途 中 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 折 り 畳 み 途 中 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 折 り 畳 み 後 の 平 面 図
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 容 器 に 打 栓 し た 状 態 の 断 面 図
【 図 ７ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 開 封 後 の 上 蓋 部 の 断 面 図
【 図 ８ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る キ ャ ッ プ を 示 し 、 開 封 後 に 開 栓 し た 状 態 を 示 す 正 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ 、 図 ２ は 成 型 後 の 折 り 畳 み  
前 の キ ャ ッ プ を 示 し 、 図 ３ 、 図 ４ は 折 り 畳 み 途 中 の キ ャ ッ プ を 示 し 、 図 ５ は キ ャ ッ プ の 折  
り 畳 み 後 の 平 面 図 を 示 し 、 図 ６ は 容 器 に 打 栓 し た 状 態 の キ ャ ッ プ を 示 し 、 図 ７ 、 図 ８ は 開  
封 後 の キ ャ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ か ら 図 ８ に お い て 、 キ ャ ッ プ １ は 、 容 器 ２ の 口 部 ２ １ に 装 着 す る キ ャ ッ プ 本 体 部 ３  
と 、 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ に ヒ ン ジ ４ を 介 し て 連 結 し た 上 蓋 部 ５ か ら な る 。 ヒ ン ジ ４ は 、 上 蓋  
部 を キ ャ ッ プ 本 体 部 か ら 切 り 離 し 可 能 に 保 持 す る ヒ ン ジ 弱 化 部 ４ １ を 有 し 、 ヒ ン ジ 支 点 廻  
り の 揺 動 方 向 に の み 上 蓋 部 ５ の 可 動 を 許 容 す る 必 要 最 小 限 の 長 さ を 有 す る 構 造 を な す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 容 器 ２ は 、 キ ャ ッ プ １ を 装 着 す る 口 部 ２ １ の 外 側 面 に 、 周 状 に 形 成 し た 環 状 凹 部 ２ ２ を  
有 し 、 環 状 凹 部 ２ ２ に 続 く 下 方 に 、 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ を 受 け 止 め る 円 形 座 部 ２ ３ を 有 し て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ は 、 容 器 ２ の 軸 心 方 向 の 一 側 に 注 ぎ 口 ３ １ を 有 し 、 他 側 に 容 器 ２ の 口  
部 ２ １ に 被 せ る ベ ー ス 部 ３ ２ を 有 し て い る 。 ベ ー ス 部 ３ ２ は 容 器 ２ の 開 口 縁 に 嵌 合 す る 環  
状 の 嵌 合 溝 ３ ３ を 有 し て お り 、 嵌 合 溝 ３ ３ の 内 側 面 に 口 部 ２ １ の 環 状 凹 部 ２ ２ に 係 合 す る  
環 状 凸 部 ３ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ の 一 側 に は 、 注 ぎ 口 ３ １ を 囲 ん で 円 筒 状 に 立 ち 上 が る シ ー ル 壁 ３ ５ が  
あ り 、 シ ー ル 壁 ３ ５ よ り も 径 方 向 外 側 の 位 置 に 上 蓋 部 ５ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ 部 ３ ６ を 有 し て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ は 、 中 栓 ３ ７ を 有 し て お り 、 中 栓 ３ ７ の 外 周 縁 と 注 ぎ 口 ３ １ の 内 周 縁  
の 間 に 形 成 す る 中 栓 弱 化 部 ３ ８ が 中 栓 ３ ７ を キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ か ら 切 り 離 し 可 能 に 保 持 し  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 蓋 部 ５ は 、 中 栓 弱 化 部 ３ ８ が 破 断 し た 中 栓 ３ ７ を 保 持 す る 円 筒 状 の 中 栓 保 持 部 ５ １ を  
有 し 、 中 栓 保 持 部 ５ １ の 下 端 内 周 縁 に 環 状 凸 部 ５ ２ を 有 し て い る 。 中 栓 ３ ７ は 中 栓 保 持 部  
５ １ に 圧 接 す る 一 対 の 円 弧 状 の 中 栓 係 合 部 ３ ９ を 有 し 、 中 栓 係 合 部 ３ ９ の 外 側 に 中 栓 保 持  
部 の 環 状 凸 部 ５ ２ に 係 合 す る 円 弧 状 凹 部 ６ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 中 栓 ３ ７ は 上 面 に 開 栓 部 ６ １ を 有 し 、 中 栓 保 持 部 ５ １ が 内 側 に 開 栓 部 ６ １ に 係 合 す る 開  
栓 具 ５ ３ を 備 え て い る 。 こ こ で は 、 開 栓 部 ６ １ が 中 栓 ３ ７ の 上 に 設 け た 二 枚 の 板 状 体 ６ １  
ａ を 有 し 、 開 栓 具 ５ ３ が 開 栓 部 ６ １ の 二 枚 の 板 状 体 ６ １ ａ の 間 に 挿 入 す る 一 枚 の 板 状 体 ５  
３ ａ を 有 し て い る 。 し か し 、 開 栓 部 ６ １ を 中 栓 ３ ７ の 上 に 設 け た 一 枚 の 板 状 体 ６ １ ａ と し  
、 開 栓 具 ５ ３ を 開 栓 部 ６ １ の 一 枚 の 板 状 体 ６ １ ａ を 挿 入 可 能 に 離 隔 し た 二 枚 の 板 状 体 ５ ３  
ａ と す る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 開 栓 部 ６ １ の 板 状 体 ６ １ ａ は 上 蓋 部 ５ の ヒ ン ジ 支 点 廻  
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り の 揺 動 を 阻 害 し な い 形 状 を 有 す る も の で あ り 、 形 状 、 寸 法 は 適 宜 に 設 定 可 能 で あ る 。 こ  
こ で は 、 板 状 体 ６ １ ａ の 角 部 に 相 当 す る 部 位 に 傾 斜 辺 ６ １ ｂ を 設 け て い る 。 傾 斜 辺 ６ １ ｂ  
は 必 須 の も の で は な く 、 高 さ 寸 法 、 幅 寸 法 に よ っ て は 板 状 体 ６ １ ａ を 矩 形 状 と す る こ と も  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 開 栓 部 ６ １ と 開 栓 具 ５ ３ は 、 ヒ ン ジ 支 点 廻 り の 上 蓋 部 ５ の 揺 動 方 向 に お い て 開 栓 具 ５ ３  
が 開 栓 部 ６ １ に 侵 入 可 能 で 、 か つ 口 部 ２ １ の 軸 心 廻 り に 回 転 す る 上 蓋 部 ５ の 開 栓 操 作 に お  
い て 開 栓 部 ６ １ と 開 栓 具 ５ ３ が 係 合 し て 一 体 に 回 転 す る 構 造 を な す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 開 栓 部 ６ １ の 双 方 の 板 状 体 ６ １ ａ の 外 側 に は そ れ ぞ れ 一 対 の 補 強 部 材 ６ ２ を 配 置 し て お  
り 、 補 強 部 材 ６ ２ が 板 状 体 ６ １ ａ を 補 強 す る 構 造 材 を な す 。 開 栓 具 ５ ３ の 板 状 体 ５ ３ ａ は  
両 側 が 中 栓 保 持 部 ５ １ の 内 側 面 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 蓋 部 ５ は 、 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ の シ ー ル 壁 ３ ５ の 上 端 縁 に 圧 接 す る 環 状 座 部 ５ ４ を 内 側  
底 面 に 有 し 、 筒 状 壁 部 ５ ５ の 下 端 内 側 面 に キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ６ に 螺 合 す る 雌  
ネ ジ 部 ５ ６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 し た 構 成 に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
（ 製 造 お よ び 折 り 畳 み 前 ）
　 キ ャ ッ プ 本 体 ３ と 上 蓋 部 ５ は ヒ ン ジ ４ に お い て 連 結 す る 構 造 を な す の で 、 一 つ の 金 型 で  
、 一 度 の 成 型 工 程 で キ ャ ッ プ 本 体 ３ と 上 蓋 部 ５ を 同 時 に 成 型 す る こ と が で き る 。
（ セ ッ ト ）
　 製 造 し た 折 り 畳 み 前 の キ ャ ッ プ 本 体 ３ 及 び 上 蓋 部 ５ を ヒ ン ジ ４ に お い て 中 折 れ さ せ て 折  
り 畳 み 、 上 蓋 部 ５ を ヒ ン ジ ４ の ヒ ン ジ 支 点 廻 り に 揺 動 さ せ る 。 上 蓋 部 ５ が ヒ ン ジ 支 点 廻 り  
に 揺 動 す る と 、 開 栓 具 ５ ３ の 一 枚 の 板 状 体 ５ ３ ａ が 開 栓 部 ６ １ の 二 枚 の 板 状 体 ６ １ ａ の 間  
に 侵 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 折 り 畳 み に よ り 、 上 蓋 部 ５ を キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ に 装 着 す る と 、 上 蓋 部 ５ の 中 栓 保 持 部 ５  
１ が 中 栓 ３ ７ の 中 栓 係 合 部 ３ ９ に 圧 接 し 、 中 栓 保 持 部 ５ １ の 環 状 凸 部 ５ ２ が 中 栓 係 合 部 ３  
９ の 円 弧 状 凹 部 ６ ０ に 係 合 す る 。 ま た 、 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ の シ ー ル 壁 ３ ５ の 上 端 縁 が 上 蓋  
部 ５ の 環 状 座 部 ５ ４ に 圧 接 す る 。 さ ら に 、 上 蓋 部 ５ の 筒 状 壁 部 ５ ５ の 雌 ネ ジ 部 ５ ６ が キ ャ  
ッ プ 本 体 部 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ６ に 重 な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 上 蓋 部 ５ を ヒ ン ジ ４ の ヒ ン ジ 支 点 廻 り に 揺 動 さ せ て 揺 動 方 向 に 折 る だ け で  
、 開 栓 具 ５ ３ を 開 栓 部 ６ １ に ス ム ー ズ に 挿 入 し て セ ッ ト 工 程 が 完 了 す る 。
（ 打 栓 ）
　 折 り 畳 み 後 の セ ッ ト さ れ た キ ャ ッ プ １ を 容 器 ２ に 打 栓 す る 。 キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ の ベ ー ス  
部 ３ ２ を 口 部 ２ １ に 被 せ 、 ベ ー ス 部 ３ ２ の 嵌 合 溝 ３ ３ を 容 器 ２ の 開 口 縁 に 嵌 合 さ せ 、 嵌 合  
溝 ３ ３ の 環 状 凸 部 ３ ４ を 口 部 ２ １ の 環 状 凹 部 ２ ２ に 係 合 さ せ て 、 容 器 ２ に キ ャ ッ プ １ を 装  
着 す る 。
（ 開 封 、 開 栓 ）
　 最 初 の 開 封 、 開 栓 操 作 に お い て 、 上 蓋 部 ５ が 口 部 ２ １ の 軸 心 廻 り に 回 転 す る と 、 開 栓 部  
６ １ と 開 栓 具 ５ ３ が 係 合 し て 一 体 に 回 転 す る こ と で 、 上 蓋 部 ５ と 中 栓 ３ ７ が 一 体 に 回 転 し  
て 中 栓 弱 化 部 ３ ８ と ヒ ン ジ 弱 化 部 ４ １ が 破 断 し 、 中 栓 弱 化 部 ３ ８ の 破 断 に よ り キ ャ ッ プ 本  
体 部 ３ か ら 切 り 離 さ れ た 中 栓 ３ ７ が 中 栓 保 持 部 ５ １ に 保 持 さ れ て 上 蓋 部 ５ と 一 体 に 開 栓 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し た が っ て 、 一 動 作 に よ っ て 、 開 封 操 作 と 開 栓 操 作 を 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 ヒ ン ジ  
弱 化 部 ４ １ が 破 断 す る こ と で 、 不 正 な 開 封 操 作 に 対 し て 不 正 開 封 の 有 無 を 示 す Ｔ Ｅ （ ｔ ａ  
ｍ ｐ ｅ ｒ   ｅ ｖ ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ） を 確 保 で き る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 開 栓 部 ６ １ と 開 栓 具 ５ ３ は 、 ヒ ン ジ ４ の ヒ ン ジ 支 点 廻 り に 上 蓋 部 ５ が 揺 動 す る 方  
向 に お い て 開 栓 具 ５ ３ が 開 栓 部 ６ １ に 侵 入 可 能 な 構 造 を な す 。 こ の た め 、 ヒ ン ジ ４ は 、 支  
点 回 り の 揺 動 方 向 に の み 上 蓋 部 ５ の 可 動 を 許 容 す る 構 造 で あ れ ば よ い の で 、 必 要 最 小 限 の  
長 さ と す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 開 封 時 に ヒ ン ジ 弱 化 部 ４ １ の 破 断 に よ り 上 蓋 部 ５ を  
キ ャ ッ プ 本 体 部 ３ か ら 切 り 離 し た 後 の 開 栓 操 作 に お い て 、 ヒ ン ジ ４ が 使 用 者 の 手 に 異 物 感  
を 与 え な い 構 造 を 実 現 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 １     キ ャ ッ プ
　 　 ２     容 器
　 　 ３     キ ャ ッ プ 本 体 部
　 　 ４     ヒ ン ジ
　 　 ５     上 蓋 部
　 ２ １     口 部
　 ２ ２     環 状 凹 部
　 ２ ３     円 形 座 部
　 ３ １     注 ぎ 口
　 ３ ２     ベ ー ス 部
　 ３ ３     嵌 合 溝
　 ３ ４     環 状 凸 部
　 ３ ５     シ ー ル 壁
　 ３ ６     雄 ネ ジ 部
　 ３ ７     中 栓
　 ３ ８     中 栓 弱 化 部
　 ３ ９     中 栓 係 合 部
　 ４ １     ヒ ン ジ 弱 化 部
　 ５ １     中 栓 保 持 部
　 ５ ２     環 状 凸 部
　 ５ ３     開 栓 具
　 ５ ３ ａ   板 状 体
　 ５ ４     環 状 座 部
　 ５ ５     筒 状 壁 部
　 ５ ６     雌 ネ ジ 部
　 ６ ０     円 弧 状 凹 部
　 ６ １     開 栓 部
　 ６ １ ａ   板 状 体
　 ６ １ ｂ   傾 斜 辺
　 ６ ２     補 強 部 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7437760 B2 2024.2.26(8)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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